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【ダム等の管理に係るフォローアップ制度を活用した事業の報告】

ＮＯ． 事業種別 備考

1 ダム

事　業　名 事　業　概　要 事業年度

志
し

津
つ

見
み

ダム建設事業

　志津見ダムは、斐伊川水系の治水計画のうち、上流部における治水対策として計画され、洪水調節、流水の正常な機
能の維持、工業用水（最大10,000ｍ3/日）の供給、発電（1,700ｋｗ）を行うことを目的として建設した多目的ダム
である。
【重力式コンクリ－トダム、ダム高：81.0ｍ、総貯水容量：50,600千ｍ3】

昭和５８年度～平成２３年度

呉港
くれこう

阿賀
あ が

地区臨港道路整備事業
　呉港阿賀地区臨港道路は、阿賀地区と背後幹線道路網を連絡する臨港道路である。
円滑な自動車交通網の確保により、物流の効率化、利便性・安全性の向上に寄与する臨港道路である。

平成１５年度～平成２２年度

江の川
ごうのかわ

下流土地利用一体型水防災事業（川
かわ

戸
ど

地区）

   江の川は、広島県北広島町阿佐山に源を発し、三次市で江の川上流と同規模の流域面積を持つ、馬洗川、西城川を合

わせ、山間狭隘部を流れ下り、河口の江津市街地を貫流し日本海に注ぐ、流域面積3,900km
2
、幹川流路延長194km

の中国地方最大の一級河川で、別名「中国太郎」の異名を持つ。
　川戸地区は、江の川下流部に位置し、昭和47年7月洪水等では地区全体で浸水被害が発生した。また、近年（平成
18年7月洪水等）においても浸水被害が発生している。
  本地区は、地盤高が計画高水位よりも低く流下能力が不足しているため、堤防整備等が必要であるが、通常の堤防方式
では整備後の背後地が僅かとなり住環境が悪化するとともに、膨大な費用と年数が必要となり、事業効果発現に時間を
要することから、家屋の嵩上げ等を実施し、早期に治水安全度の向上を図るものである。

平成１８年度～平成２２年度

一般国道９号松江
ま つ え

道路

　一般国道９号は、京都市から下関市に至る延長約７３０ｋｍの主要幹線道路である。松江道路は、一般国道９号の渋
滞緩和、安全性の向上、医療活動の支援、魅力ある都市空間の形成などの機能を果たすとともに、山陰地方における高
規格道路網の一部を形成する路線で、広域交流の促進及び地域活性化に寄与する延長１３．７ｋｍの道路である。

昭和４７年度～平成２２年度

一般国道１８０号岡山
おかやま

西
にし

バイパス

　一般国道180号は、岡山市を起点として、松江市へ至る延長約170kmの主要幹線道路である。
岡山西バイパスは、岡山市内の交通混雑の緩和及び交通安全の確保を目的とした延長5．6kmの道路である。また、地
域高規格道路「岡山環状道路」の一部を構成するものである。

昭和５４年度～平成２２年度

平成２７年度　第４回中国地方整備局事業評価監視委員会 審議一覧表

事　業　名 事　業　概　要 事業年度

一般国道９号東伯
とうはく

・中山
なかやま

道路

　一般国道９号は、京都市から下関市に至る延長約７３０ｋｍの主要幹線道路である。東伯・中山道路は、一般国道９
号の混雑緩和、安全・円滑な交通の確保、災害時の緊急輸送道路の代替路としての機能を果たすとともに、山陰地方に
おける高規格道路網の一部を形成する路線で、広域交流の促進及び地域活性化に寄与する延長１２．０ｋｍの自動車専
用道路である。

平成１１年度～平成２２年度

資料－２


